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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）水　６０重量％以上と、
　ｂ）アルキル基がＣ１６からＣ２２の飽和アルキル鎖及びそれらの混合物から選択され
るアルキルトリメチルアンモニウム塩　０．１重量％から１０重量％と、
　ｃ）アルキル鎖がＣ１６からＣ２２の飽和又は不飽和アルキル鎖及びそれらの混合物か
ら選択されるジアルコイルオキシエチルジメチルアンモニウム塩　０．０２重量％から５
重量％と、
　ｄ）Ｃ１６からＣ１８の飽和鎖及びそれらの混合物から選択されるアルキル鎖を有する
一価の一級アルコールである脂肪性材料０．５重量％から１０重量％と、
　ｅ）ハロゲン化アルカリ金属　０．０５％から１％と、を含み、
　該アルキルトリメチルアンモニウム塩対該ジアルコイルオキシエチルジメチルアンモニ
ウム塩の重量比が、１５：１から２：１であるヘアコンディショニング組成物。
【請求項２】
　前記ハロゲン化アルカリ金属が、塩化カリウムである、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記アルキルトリメチルアンモニウム塩が、ハロゲン化物イオン、メトサルフェート及
びそれらの混合物からなる群から選択される陰イオンを有する、請求項１又は２に記載の
組成物。
【請求項４】
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　前記ジアルコイルオキシエチルジメチルアンモニウム塩が、ハロゲン化物イオン、メト
サルフェート及びそれらの混合物からなる群から選択される陰イオンを有する、請求項１
～３のいずれかに記載の組成物。
【請求項５】
　前記アルキルトリメチルアンモニウム塩が、セチルトリメチルアンモニウムクロリドで
ある、請求項１～４のいずれかに記載の組成物。
【請求項６】
　前記ジアルコイルオキシエチルジメチルアンモニウム塩が、ジパルミトイルオキシエチ
ルジメチルアンモニウムクロリドである、請求項１～５のいずれかに記載の組成物。
【請求項７】
　前記アルキルトリメチルアンモニウム塩対前記ジアルコイルオキシエチルジメチルアン
モニウム塩の重量比が、８：１から４：１である、請求項１～６のいずれかに記載の組成
物。
【請求項８】
　疎水性コンディショニング油をさらに含む、請求項１～７のいずれかに記載の組成物。
【請求項９】
　前記疎水性コンディショニング油が、シリコーン油である、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれかに記載の組成物を使用することによる、不透明化ヘアコンディ
ショニング組成物を調製する方法。
【請求項１１】
　ｉ）請求項１～９のいずれかに記載の組成物を毛髪に塗布する工程と、
　ｉｉ）毛髪を水ですすぐ工程と、
　ｉｉｉ）毛髪を乾燥させる工程と、
を含む、毛髪を処理する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通常、シャンプーを行った湿った毛髪に塗布され、水ですすがれる、毛髪を
コンディショニングするための組成物に関する。本組成物は、毛髪に揉み込まれ、次いで
、その毛髪が乾燥する前に水でさらにすすがれる。このような組成物は、洗い流しタイプ
ヘアコンディショナーとして知られている。とりわけ本発明は、外観、特にこのような組
成物の不透明性の向上に関する。
【背景技術】
【０００２】
　洗い流しタイプヘアコンディショナーは通常、脂肪アルコールなどの脂肪性材料と組み
合わせて、水性分散液の形態で、主成分として陽イオン界面活性剤を含む。この界面活性
剤及びアルコールは通常、室温にて、水溶液に懸濁されたラメラ液晶の粒子形態で組成物
中に存在する（一般に、Ｌβラメラ液晶と呼ばれる。）。
【０００３】
　このように形成される組成物は光をあまり透過させないが、完全に不透明ではない。半
透明、殆ど不透明又はオパールのような光彩を放つものとしてよく記載される。この結果
、この組成物は特によく光を反射又は散乱させない。
【０００４】
　これらの製品のユーザーの多くは、不透明で光を良く散乱させる製品を好むことが分か
っている。結果として得られる乳状又はクリーム状の外観により、この組成物が活性成分
をより多く含み、それゆえにより効果的であることがユーザーに伝えられる。このように
、先行技術組成物よりも不透明で反射率の高いヘアコンディショナー組成物を形成するこ
とが必要とされる。
【０００５】
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　この目的を成し遂げるためのある方法は、この組成物全体に比較的高い屈折率の物質の
粒子を分散させることであろう。このような乳白剤は、ヘアトリートメント組成物におい
て使用されることが知られている（例えば、Ｏｌａｊ，Ｓｚａｐｐａｎ，Ｋｏｚｍｅｔｉ
ｋａ　５０（３）２００１のＮｏｒｂｅｒｔ　Ｂｏｙｘｅｎによる論文を参照のこと。）
。しかし、このような乳白剤がヘアコンディショナー組成物に存在する場合、問題がある
。この乳白剤は、非機能的成分であり、特に高分子量ポリマー粒子が使用される場合、生
物分解性が低い可能性がある。この乳白剤はまた、毛髪に沈着し、一部のユーザーでは、
つやがなく、重く、又は油っぽい感じを毛髪に与える場合があり得る。
【０００６】
　それゆえに、ヘアコンディショニング組成物を不透明かつ乳状又はクリーム状に見せる
ための代替技術経路が必要とされている。
【０００７】
　驚くべきことに、今回、陽イオン性界面活性剤とハロゲン化アルカリ金属塩との特定の
組み合わせが、乳白剤の添加を必要とせずに、ヘアコンディショニング組成物における不
透明性及び反射率を向上させることができることを発見した。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　ある局面において、本発明は、
　ａ）水　６０重量％以上と、
　ｂ）アルキル基がＣ１６からＣ２２の飽和アルキル鎖及びそれらの混合物から選択され
るアルキルトリメチルアンモニウム塩　０．１重量％から１０重量％と、
　ｃ）アルキル鎖がＣ１６からＣ２２の飽和又は不飽和アルキル鎖及びそれらの混合物か
ら選択されるジアルコイルオキシエチルジメチルアンモニウム塩　０．０２重量％から５
重量％と、
　ｄ）Ｃ１６からＣ１８の飽和鎖及びそれらの混合物から選択されるアルキル鎖を有する
一価の一級アルコールである脂肪性材料　０．５重量％から１０重量％と、
　ｅ）ハロゲン化アルカリ金属　０．０５％から１％と、を含み、
　該アルキルトリメチルアンモニウム塩の該ジアルコイルオキシエチルジメチルアンモニ
ウム塩に対する重量比が、１５：１から２：１であるヘアコンディショニング組成物を提
供する。
【０００９】
　別の局面において、本発明は、上述の組成物を用いることにより不透明化ヘアコンディ
ショニング組成物を調製する方法を提供する。
【００１０】
　本発明のさらなる局面は、
　ｉ）上述のような組成物を毛髪に塗布し、
　ｉｉ）毛髪を水ですすぎ、
　ｉｉｉ）毛髪を乾燥させる段階を含む、毛髪を処理する方法に関与する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明による組成物は、シャンプー及びすすぎ後に毛髪に塗布されることを意図する水
性組成物である。それらは、湿った毛髪及び頭皮に揉みこまれ、好ましくは、その後、毛
髪が乾燥する前に水でさらにすすがれる。水性組成物とは、本発明の組成物が、６０重量
％以上、好ましくは７０重量％以上、より好ましくは８０重量％以上　水を含有すること
を意味する。
【００１２】
　陽イオン界面活性剤
　本発明による組成物は、アルキルトリメチルアンモニウム塩とジアルコイルオキシエチ
ルジメチルアンモニウム塩の両方を含む。これらの物質は両者とも陽イオン界面活性剤で
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ある。
【００１３】
　このアルキルトリメチルアンモニウム塩は、式Ｉ：
　Ｉ　Ｒ－Ｎ＋（ＣＨ３）３Ｘ－

（式中、Ｒは、１６個から２２個の炭素原子を有する（つまり、Ｃ１６からＣ２２）飽和
アルキル鎖である。）に従う。このような鎖の混合物は、本発明の組成物のアルキルトリ
メチルアンモニウム塩に存在し得る。Ｘは、好ましくは、ハロゲン陰イオンもしくはメト
サルフェート陰イオン又はそれらの混合物である。塩化イオンが特に好ましい。
【００１４】
　特に適切なアルキルトリメチルアンモニウム塩は、セチルトリメチルアンモニウムクロ
リド（Ｃ１６）及びべヘニルトリメチルアンモニウムクロリド（Ｃ２２）である。
【００１５】
　本発明の組成物中のアルキルトリメチルアンモニウム塩のレベルは、本組成物の０．１
重量％から１０重量％、好ましくは０．５重量％から７重量％、より好ましくは１重量％
から５重量％であるべきである。
【００１６】
　本発明の組成物に必要とされるジアルコイルオキシエチルジメチルアンモニウム塩は、
式ＩＩ：
　ＩＩ　Ｒ１ＣＯＯＣＨ２　ＣＨ２－Ｎ＋（ＣＨ３）２－ＣＨ２　ＣＨ２ＯＯＣＲ２　Ｘ
－

（式中、Ｒ１及びＲ２は、独立に、Ｃ１５からＣ２１の飽和又は不飽和アルキル鎖から選
択される。）。Ｘは、好ましくはハロゲン陰イオン、メトサルフェート陰イオン又はそれ
らの混合物である。塩化イオンが特に好ましい。
【００１７】
　言い換えると、この塩の陽イオンは、Ｎ，Ｎ－ジメチル－２－［（１－オキソアルキル
）オキシ］－Ｎ－［２－［（２－オキソアルキル）オキシ］エチル］（ここで、アルキル
は、Ｃ１６からＣ２２である。）という専門的名称を有する。これらは、ＣＴＦＡ（第８
版、２０００）において、ジアルコイルオキシエチルジメチルアンモニウム塩と呼ばれる
。
【００１８】
　Ｒ１及びＲ２の両者が同じアルキル基であるのが好ましい。特に好ましい塩は、ジパル
ミトイルオキシエチルジメチルアンモニウムクロリドであり、Ａｒｍｏｃａｒｅ　ＶＧＨ
－７０（商標名）としてＡｋｚｏ　ＧｍｂＨから市販されている。
【００１９】
　本発明による組成物は、ジアルコイルオキシエチルジメチルアンモニウム塩を０．０２
重量％から５重量％、好ましくは０．１重量％から３重量％、より好ましくは０．３重量
％から１．５重量％含む。
【００２０】
　しかし、本組成物における陽イオン界面活性剤のレベルにおける制約に加え、本アルキ
ルトリメチルアンモニウム塩の本ジアルコイルオキシエチルジメチルアンモニウム塩に対
する重量比は、本発明による組成物を得るために１５：１から２：１でなければならない
。好ましくはこの重量比が１０：１から３：１、より好ましくは８：１から４：１である
。
【００２１】
　脂肪性材料
　本発明のコンディショナー組成物は、少なくとも１種類の脂肪性材料を含む。本コンデ
ィショニング組成物において脂肪性材料及び陽イオン界面活性剤を組み合わせて使用する
ことにより、陽イオン界面活性剤がその中に分散されている構造的ラメラ又は液晶相が形
成されると考えられる。
【００２２】
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　「脂肪性材料」とは、脂肪アルコール、アルコキシル化脂肪アルコール、脂肪酸又はそ
れらの混合物を意味するものとする。
【００２３】
　本脂肪性材料のアルキル鎖は、完全に飽和していることが好ましい。
【００２４】
　適切な脂肪性材料は、１２個から２２個の炭素原子、より好ましくは１６個から１８個
の炭素原子を含む。適切な脂肪アルコールの例には、セチルアルコール、ステアリルアル
コール及びそれらの混合物が含まれる。これらの物質の使用は、本発明の組成物の全体的
なコンディショニング特性に寄与するという点でも有利である。
【００２５】
　アルキル鎖中に約１２個から約２２個の炭素原子を有するアルコキシル化（例えば、エ
トキシル化又はプロポキシル化）脂肪アルコールを、脂肪アルコールそれ自体の代わりに
、又は脂肪アルコールそれ自体に加えて使用することができる。適切な例には、エチレン
グリコールセチルエーテル、ポリオキシエチレン（２）ステアリルエーテル、ポリオキシ
エチレン（４）セチルエーテル及びそれらの混合物が含まれる。
【００２６】
　本発明のコンディショナーにおける脂肪性材料のレベルは、適切には組成物全体の０．
５重量パーセントから１０重量パーセント、好ましくは１重量パーセントから６重量パー
セントである。陽イオン界面活性剤の、脂肪アルコールに対する重量比は、適切には１０
：１から１：１０、好ましくは４：１から１：８、最適には１：１から１：７である。
【００２７】
　アルカリ金属塩
　本発明による組成物の必須成分は、ハロゲン化アルカリ金属である。ハロゲン化アルカ
リ金属の混合物を使用し得る。
【００２８】
　ハロゲン化アルカリ金属は、本組成物の０．０５重量％から１重量％として存在すべき
である。濃度が低すぎると、本組成物の反射率を高くすることができず、一方、濃度が高
すぎると、安定な分散状態であり続けるよりはむしろ、本組成物が個別の水相と液晶層と
に分離する。
【００２９】
　好ましくは、このハロゲン化アルカリ金属は、本組成物の０．０７重量％から０．７重
量％、より好ましくは０．０８重量％から０．４重量％として存在する。
【００３０】
　好ましいアルカリ金属は、ナトリウム又はカリウムであり、好ましいハロゲン化物は、
塩化物又は臭化物である。特に好ましいのは塩化カリウムである。
【００３１】
　工程
　陽イオン界面活性剤及び脂肪性材料を含有するヘアコンディショニング組成物を形成す
るための典型的な工程は、本陽イオン界面活性剤の水性分散液又は溶液と、本脂肪性材料
とを本脂肪性材の融点以上の温度に別々に加熱することを含む（通常、８０℃）。次に、
脂肪性材料の液滴が本界面活性剤溶液中にエマルジョンとして分散されるように、この２
つの成分を混合する。このエマルジョンを冷却する際、本界面活性剤及び脂肪性材料は、
その脂肪酸の融点より低いが２０℃より高い、ある温度でラメラ液晶相（Ｌ－β相）に自
己集合する。
【００３２】
　このような工程は、本発明による組成物を調製するのに適切である。好ましくは、本脂
肪性材料に添加する前に、熱い水性分散液中で本アルキルトリメチルアンモニウム塩及び
本ジアルコイルオキシエチルジメチルアンモニウム塩を混合する。
【００３３】
　本ハロゲン化アルカリ金属は、本工程のあらゆる段階で添加することができるが、本組



(6) JP 4979386 B2 2012.7.18

10

20

30

40

50

成物を３０℃未満に冷却した後に添加するのが好ましい。
【００３４】
　コンディショニング油
　本発明による組成物の好ましい成分は、疎水性コンディショニング油である。本発明に
よる組成物中に離散した液滴としてこのような油が存在するためには、この油は非水溶性
でなければならない。非水溶性とは、２５℃における水中溶解度が０．０１重量％以下で
あることを意味するものとする。
【００３５】
　本コンディショニング油は不揮発性であることが好ましく、不揮発性とは、２５℃にお
ける油の蒸気圧が１０Ｐａ未満であることを意味するものとする。
【００３６】
　本明細書において使用される場合、「コンディショニング油」という用語には、毛髪に
特定のコンディショニングの利益をもたらすために使用されるあらゆる物質が含まれる。
例えば、適切な物質は、光沢、柔軟性、櫛どおりの良さ、湿潤時の扱い、静電気防止特性
、損傷に対する保護性、密度、量感、スタイリングのし易さ及び扱い易さに関連する１又
は複数の利益をもたらすものである。
【００３７】
　適切な疎水性コンディショニング油は、炭化水素油、脂肪酸エステル、シリコーン油及
びそれらの混合物から選択される。
【００３８】
　炭化水素油には、環状炭化水素、直鎖脂肪族炭化水素（飽和又は不飽和）及び分枝鎖脂
肪族炭化水素（飽和又は不飽和）が含まれる。直鎖炭化水素油は、約１２個から約３０個
の炭素原子を含有するのが好ましい。分枝鎖炭化水素油は、より多い炭素原子数を含有す
ることができ、通常、含有し得る。適切なものはまた、Ｃ２－Ｃ６アルケニルモノマーな
どのアルケニルモノマーのポリマー炭化水素である。これらのポリマーは、直鎖又は分枝
鎖ポリマーであり得る。直鎖ポリマーは通常、比較的長さが短く、一般に直鎖脂肪族炭化
水素について上述したような炭素原子の合計数を有する。分枝鎖ポリマーは、大幅に長い
鎖長を有し得る。このような物質の数平均分子量は広く変動し得るが、通常は約２０００
以下、好ましくは約２００から約１０００、より好ましくは約３００から約６００である
。
【００３９】
　適切な炭化水素油の特定の例には、パラフィン油、鉱物油、飽和及び不飽和ドデカン、
飽和及び不飽和トリデカン、飽和及び不飽和テトラデカン、飽和及び不飽和ペンタデカン
、飽和及び不飽和ヘキサデカン及びそれらの混合物が含まれる。これらの化合物の分枝鎖
異性体、ならびにより長い鎖長の炭化水素の分枝鎖異性体も使用し得る。典型的な分枝鎖
異性体は、パーメチル－置換異性体、例えば、Ｐｅｒｍｅｔｈｙｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉ
ｏｎにより販売されている２，２，４，４，６，６，８，８－ジメチル－１０－メチルウ
ンデカン及び２，２，４，４，６，６－ジメチル－８－メチルノナンなどのヘキサデカン
及びエイコサンのパーメチル－置換異性体などの、高度に分枝した飽和又は不飽和アルカ
ンである。炭化水素ポリマーのさらなる例は、イソブチレンとブテンとのコポリマーなど
のポリブテンである。このタイプの市販の物質は、Ａｍｃｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．
（Ｃｈｉｃａｇｏ，Ｉｌｌ．，Ｕ．Ｓ．Ａ．）からのＬ－１４ポリブテンである。
【００４０】
　特に好ましい炭化水素油は、種々の等級の鉱物油である。鉱物油は、石油から得られる
透明な油性の液体であり、ワックスが除去されており、また蒸留によってより揮発性の高
い留分が除去されている。２５０℃から３００℃の間に留出する留分を鉱物油と名付け、
またその鉱物油は、Ｃ１６Ｈ３４からＣ２１Ｈ４４の範囲にある炭化水素の混合物からな
る。このタイプの適切な市販の物質には、Ｓｉｒｉｕｓ　Ｍ８５及びＳｉｒｉｕｓ　Ｍ１
２５（全てＳｉｌｋｏｌｅｎｅから入手可能）が含まれる。
【００４１】
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　適切な脂肪酸エステルは、少なくとも１０個の炭素原子を有することを特徴とし、脂肪
酸又はアルコール由来のヒドロカルビル鎖を有するエステル、例えば、モノカルボン酸エ
ステル、多価アルコールエステル、ならびにジ－及びトリカルボン酸エステルが含まれる
。それらの脂肪酸エステルのヒドロカルビル基にはまた、アミド及びアルコキシ部分、例
えばエトキシ又はエーテル結合など、他の相容性の官能基が含まれるか、又はこれに共有
結合され得る。
【００４２】
　モノカルボン酸エステルには、式Ｒ’ＣＯＯＲのアルコール及び／又は酸のエステルが
含まれる（式中Ｒ’及びＲは独立にアルキル又はアルケニル基を表し、Ｒ’及びＲにおけ
る炭素原子の合計は少なくとも１０、好ましくは少なくとも２０である。）。
【００４３】
　特定の例には、例えば、約１０個から約２２個の炭素原子の脂肪族鎖を有する脂肪酸の
アルキル及びアルケニルエステル、及び約１０個から約２２個の炭素原子を有するアルキ
ル及び／又はアルケニルアルコール由来脂肪族鎖を持つアルキル及び／又はアルケニル脂
肪アルコールカルボン酸エステル、約１２個から２０個の炭素原子を有する脂肪アルコー
ルの安息香酸エステルが含まれる。
【００４４】
　モノカルボン酸エステルは、脂肪族鎖の炭素原子の合計数が少なくとも１０である限り
、少なくとも１０個の炭素原子を有する少なくとも１つの鎖を必ずしも含有する必要はな
い。例には、イソステアリン酸イソプロピル、ラウリン酸ヘキシル、ラウリン酸イソヘキ
シル、パルミチン酸イソヘキシル、パルミチン酸イソプロピル、オレイン酸デシル、オレ
イン酸イソデシル、ステアリン酸ヘキサデシル、ステアリン酸デシル、イソステアリン酸
イソプロピル、アジピン酸ジヘキシルデシル、乳酸ラウリル、乳酸ミリスチル、乳酸セチ
ル、ステアリン酸オレイル、オレイン酸オレイル、ミリスチン酸オレイル、酢酸ラウリル
、プロピオン酸セチル及びアジピン酸オレイルが含まれる。
【００４５】
　カルボン酸のジ－及びトリアルキルエステル及びアルケニルエステルも使用することが
できる。これらには、例えば、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸、ヘキサン酸、ヘプタ
ン酸及びオクタン酸のＣ１－Ｃ２２エステル（好ましくはＣ１－Ｃ６）などのＣ４－Ｃ８

ジカルボン酸のエステルが含まれる。例には、アジピン酸ジイソプロピル、アジピン酸ジ
イソヘキシル及びセバシン酸ジイソプロピルが含まれる。他の特定の例には、ステアリン
酸イソセチルステアロイル及びクエン酸トリステアリルが含まれる。
【００４６】
　多価アルコールエステルには、アルキレングリコールエステル、例えば、エチレングリ
コールモノ－及びジ－脂肪酸エステル、ジエチレングリコールモノ－及びジ－脂肪酸エス
テル、ポリエチレングリコールモノ－及びジ－脂肪酸エステル、プロピレングリコールモ
ノ－及びジ－脂肪酸エステル、ポリプロピレングリコールモノオレエート、ポリプロピレ
ングリコールモノステアレート、エトキシル化プロピレングリコールモノステアレート、
ポリグリセロールポリ脂肪酸エステル、エトキシル化グリセリルモノステアレート、１，
３－ブチレングリコールモノステアレート、１，３－ブチレングリコールジステアレート
、ポリオキシエチレンポリオール脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキ
シエチレンソルビタン脂肪酸エステル及びモノ－、ジ－及びトリグリセリドが含まれる。
【００４７】
　特に好ましい脂肪酸エステルは、モノ－、ジ－及びトリグリセリド、とりわけグリセロ
ール及びＣ１－Ｃ２２カルボン酸などの長鎖カルボン酸のモノ－、ジ－及びトリエステル
である。ココナツ油、ヒマシ油、ベニバナ油、ヒマワリ油、綿実油、トウモロコシ油、オ
リーブ油、タラ肝油、アーモンド油、アボカド油、パーム油、ゴマ油、ピーナツ油、ラノ
リン及びダイズ油などの植物性及び動物性油脂から様々なこのタイプの材料を得ることが
できる。合成油には、トリオレイン及びトリステアリングリセリルジラウレートが含まれ
る。
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【００４８】
　好ましい物質の特定の例には、カカオバター、パームステアリン、ヒマワリ油、ダイズ
油及びココナツ油が含まれる。
【００４９】
　本発明による組成物中に存在する離散液滴において、この油を他の物質とブレンドする
ことができる。
【００５０】
　本組成物における疎水性コンディショニング油滴のｄ（０．５）体積基準粒子中位径は
、１００マイクロメートル未満であることが好ましいが、より好ましくは４０マイクロメ
ートル未満、より一層好ましくは１０マイクロメートル未満、最も好ましくは６マイクロ
メートル未満である。粒子直径が大きいと、成分が分離しないよう本組成物を安定化する
ことにおいて問題が生じる。中位径０．０２マイクロメートル以下のエマルション液滴を
作ることが実際に困難であることは当業者にとって公知である。したがって、体積基準中
位径ｄ（０．５）が０．０２マイクロメートルを超えることが好ましいが、より好ましく
は０．０３マイクロメートルを超え、より一層好ましくは０．１マイクロメートルを超え
る。中位径の好ましい範囲は、好ましい最小直径のいずれかを、好ましい最大直径のいず
れかと組み合わせることにより形成することができる。
【００５１】
　体積基準液滴中位径ｄ（０．５）は、レーザ光散乱技術によって、例えば、Ｍａｌｖｅ
ｒｎ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓからの２６００Ｄ　Ｐａｒｔｉｃｌｅ　Ｓｉｚｅｒを使用
して測定し得る。
【００５２】
　本組成物中に存在する疎水性コンディショニング油の合計量は、好ましくは全組成物の
０．１重量％から１０重量％、より好ましくは０．２重量％から６重量％、最も好ましく
は０．５重量％から４重量％である。
【００５３】
　シリコーンコンディショニング油
　本発明による組成物において使用するのに好ましい疎水性コンディショニング油は、シ
リコーンである。
【００５４】
　コンディショニング油として使用するため適切なシリコーンには、ポリジオルガノシロ
キサン、特にポリジメチルシロキサンが含まれる（ＣＴＦＡ表示、ジメチコン）。ヒドロ
キシル末端基を有するポリジメチルシロキサン（ＣＴＦＡ表示、ジメチコノール）も本発
明の組成物での使用に適している。
【００５５】
　シリコーン油が官能化シリコーンをも含むことが好ましい。適切な官能化シリコーンに
は、例えば、アミノ－、カルボキシ－、ベタイン－、第四級アンモニウム－、糖質－、ヒ
ドロキシ－及びアルコキシ－置換シリコーンが含まれる。好ましくは、本官能化シリコー
ンは複数の置換を含む。
【００５６】
　誤解を避けるため、ヒドロキシル－置換シリコーンに関する場合、単にヒドロキシル末
端基を有するポリジメチルシロキサン（ＣＴＦＡ表示ジメチコノールを有する。）は、本
発明内では官能化シリコーンとはみなさない。しかし、ポリマー鎖に沿ってヒドロキシル
置換を有するポリジメチルシロキサンは、官能化シリコーンとみなす。
【００５７】
　好ましい官能化シリコーンは、アミノ官能化シリコーンである。適切なアミノ官能化シ
リコーンは、ＥＰ　４５５，１８５（Ｈｅｌｅｎｅ　Ｃｕｒｔｉｓ）に記載され、下記に
示すトリメチルシリルアモジメチコンを含み、また、本発明の組成物において有用である
ように、十分に非水溶性である：
　Ｓｉ（ＣＨ３）３－Ｏ－［Ｓｉ（ＣＨ３）２－Ｏ－］ｘ－［Ｓｉ（ＣＨ３）（Ｒ－ＮＨ
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－ＣＨ２ＣＨ２ＮＨ２）－Ｏ－］ｙ－Ｓｉ（ＣＨ３）３

（式中、ｘ＋ｙは約５０から約５００の数であり、かつアミン官能価重量％は、その分子
の約０．０３重量％から約８重量％の範囲であり、Ｒは、２個から５個の炭素原子を有す
るアルキレン基である。）。ｘ＋ｙの数が約１００から約３００の範囲であり、かつアミ
ン官能価重量％がその分子の約０．０３重量％から８重量％の範囲であることが好ましい
。
【００５８】
　ここで述べる場合、アミン官能価重量％は、アミノ官能化シリコーンの試料を、ブロモ
クレゾールグリーンの終点まで塩酸アルコールに対して滴定することにより測定される。
アミン重量％は、４５の分子量（ＣＨ３－ＣＨ２－ＮＨ２に対応する）を使用して計算す
る。
【００５９】
　このようにして測定し、計算したアミン官能価重量％は、０．０３％から８％の範囲で
あるのが適切であり、０．５％から４％の範囲であるのが好ましい。
【００６０】
　本発明の組成物のシリコーン成分において有用な市販のアミノ官能化シリコーンの例は
、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから入手可能なＤＣ－８５６６（ＩＮＣＩ名：ジメチル，メチ
ル（アミノエチルアミノイソブチル）シロキサン）である。これは、アミン官能価重量％
が約１．４％である。
【００６１】
　「アミノ官能性シリコーン」とは、少なくとも１つの第一級、第二級もしくは第三級ア
ミン基又は第四級アンモニウム基を含有するシリコーンを意味するものとする。適切なア
ミノ官能性シリコーンの例には、ＣＴＦＡ表示「アモジメチコン」を有するポリシロキサ
ンが含まれる。本発明における使用に適したアミノ官能性シリコーンの特定の例は、アミ
ノシリコーン油、ＤＣ－８２２０、ＤＣ－８１６６、ＤＣ－８４６６及びＤＣ－８９５０
－１１４（全てＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから）及びＧＥ１１４９－７５（例えばＧｅｎｅ
ｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓから）である。適切な第四級シリコーン
ポリマーは、ＥＰ－Ａ－０　５３０　９７４号に記載されている。好ましい第四級シリコ
ーンポリマーは、ＧｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔからのＫ３４７４である。
【００６２】
　疎水性コンディショニング油における成分として使用するためのその他の好ましい官能
性シリコーンは、アルコキシ置換されたシリコーンである。このような分子は、シリコー
ンコポリオールとして知られ、場合によってはアルキル連結基により、シリコーンポリマ
ー主鎖に結合した１又は複数のポリエチレンオキシド又はポリプロピレンオキシド基を有
する。
【００６３】
　本発明の組成物において有用なシリコーンコポリオールのタイプの非限定的例は、下記
に示す式に従う分子構造を有する：
　Ｓｉ（ＣＨ３）［Ｏ－Ｓｉ（ＣＨ３）（Ａ）］ｐ－［Ｏ－Ｓｉ（ＣＨ３）（Ｂ）］ｑ－
Ｏ－Ｓｉ（ＣＨ３）３

　この式において、Ａは、１個から２２個、好ましくは４個から１８個、より好ましくは
１０個から１６個の炭素原子を有するアルキレン鎖である。Ｂは、構造：－（Ｒ）－（Ｅ
Ｏ）ｒ（ＰＯ）ｓ－ＯＨを有する基である（式中、Ｒは連結基であり、１個から３個の炭
素原子を有するアルキレン基が好ましい。）。Ｒは－（ＣＨ２）２－であるのが好ましい
。ｒ及びｓの平均値は５以上、好ましくは１０以上、より好ましくは１５以上である。ｒ
及びｓの平均値が１００以下であることが好ましい。この式において、ｐの値は１０以上
であるのが適切であり、好ましくは２０以上、より好ましくは５０以上、最も好ましくは
１００以上である。ｑの値は、適切には１から２０であり、この場合比ｐ／ｑが好ましく
は１０以上、より好ましくは２０以上である。ｐ＋ｑの値は、１１から５００の数、好ま
しくは５０から３００である。
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【００６４】
　適切なシリコーンコポリオールは、１０以下、好ましくは７以下、より好ましくは４以
下のＨＬＢを有する。適切なシリコーンコポリオール物質は、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇか
ら入手可能な、ラウリルＰＥＧ／ＰＰＧ－１８／１８メチコン（ＩＮＣＩ名）として知ら
れるＤＣ５２００である。
【００６５】
　疎水性シリコーンコンディショニング油として、官能性及び非官能性シリコーンを組み
合わせたものを使用するのが好ましい。これらのシリコーンは、本発明による組成物中に
組み込まれる前に、共通の液滴にブレンドされることが好ましい。
【００６６】
　本組成物の残部とは別に測定される液滴疎水性シリコーンコンディショニング油の粘度
（つまり、前もって生成された何らかのエマルションの粘度ではなく、疎水性コンディシ
ョニング油自身の粘度）は、２５℃において通常３５０から２００，０００，０００ｍｍ
２秒－１である。この粘度は、好ましくは２５℃において少なくとも５，０００ｍｍ２秒
－１、より好ましくは少なくとも１０，０００ｍｍ２秒－１である。好ましくは、この粘
度は、２０，０００，０００ｍｍ２秒－１を超えず、より好ましくは１０，０００，００
０ｍｍ２秒－１を超えず、最も好ましくは５，０００，０００ｍｍ２秒－１を超えない。
【００６７】
　シリコーン油の動粘度を測定する適切な方法は、当業者にとって公知であり、例えば毛
管粘度計がある。高粘性シリコーンについては、定応力レオメータを使用して、シリコー
ンの密度により動粘性率に関連している動粘度を測定することもできる。シリコーンがニ
ュートン挙動を示す（つまり、粘度がせん断速度に依存しない。）ように、低いせん断速
度、１０ｓ－１未満で、粘度を測定する。
【００６８】
　前もって形成したエマルジョンとして、より好ましくはマイクロエマルジョンとしてシ
リコーンを本発明の組成物に添加することが好ましい。
【００６９】
　さらなる成分
　本発明による組成物はまた、その他の化粧品として適切な成分も、好ましくは２重量％
以下のレベルで組み込み得る。適切な成分には、粘性改質剤、防腐剤、着色剤、グリセリ
ン及びポリプロピレングリコールなどのポリオール、ＥＤＴＡなどのキレート剤、酸化防
止剤、香料、抗菌剤、フケ防止剤、陽イオンコンディショニングポリマー、スタイリング
成分、サンスクリーン、タンパク質及び加水分解タンパク質が含まれる。シクロメチコン
などの揮発性シリコーンも本発明の組成物において使用され得る。
【００７０】
　使用
　本発明による組成物は、不透明化ヘアコンディショニング組成物、特に洗い流しタイプ
ヘアコンディショニング組成物の調製における使用を目的とする。本組成物は、他の乳白
剤不含であるのが好ましく、特に、本組成物に含有されるエチレングリコールジステアレ
ート、非水溶性スチレン又はアクリルポリマーもしくはコポリマー又は金属酸化物が０．
０１重量％未満であることが好ましい。
【００７１】
　本組成物は、好ましくは、それらを毛髪に塗布し、次いで毛髪を水ですすぎ、次いで乾
燥させることにより使用される。シャンプー及びそれに続くすすぎ後に本組成物が既に湿
っている毛髪に塗布され、揉み込まれることが、より好ましい。
【００７２】
　ここで、次の実施例を参照して、本発明をさらに明らかにし、説明する。
【実施例】
【００７３】
　表１及び２で詳述する組成物を用いて上述のように組成物を調製した。これらの表の数
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字は全て、本組成物中の重量％での１００％活性としての成分を参照する。
【００７４】
　実施例１は、本発明に従い、実施例Ａ及びＢは比較例である。Ａは、ハロゲン化アルカ
リ金属を含まず、Ｂは、１と同じレベルの陽イオン界面活性剤を含むが、ジアルコイルオ
キシエチルジメチルアンモニウム塩を含まない。同様に、実施例２は本発明に従うが、陽
イオン界面活性剤及び脂肪性材料のレベルがより高い。実施例Ｃ及びＤは、実施例２に対
する比較例である。Ｃはハロゲン化アルカリ金属を含まず、Ｄは、１と同じレベルの陽イ
オン界面活性剤を含むが、ジアルコイルオキシエチルジメチルアンモニウム塩を含まない
。
【００７５】
【表１】

【００７６】
　ＣＴＡＣは、３０％活性として市販されているセチルトリメチルアンモニウムクロリド
である。ＤＥＱは、７６％活性として市販されているジパルミトイルオキシエチルジメチ
ルアンモニウムクロリドである。Ｌａｕｒｅｘ　ＣＳは、セチルアルコールである。Ｇｌ
ｙｄａｎｔは、ＤＭＤＭ　ヒダントイン防腐剤である。Ｎａｔｒｏｓｏｌ　２５０は、ヒ
ドロキシエチルセルロース増粘剤である。
【００７７】
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【表２】

【００７８】
　比色計（Ｃｈｒｏｍａ　ｍｅｔｅｒ　ＣＲ－４００／４１０）を用いてこの試料を測定
した。表３は、標準的Ｌａ＊ｂ＊表記法を用いて得られた測定結果を示す。
【００７９】

【表３】

【００８０】
　この結果から、本発明による実施例は、比較例よりも明度が高く、それゆえに不透明性
及び反射率が高いことが明らかである。これはまた、ΔＥ値により示される。１対Ａの場
合、その値は１４であり、１対Ｂの場合５である。これらの値は両方、１が、ＡとＢの両
方よりも白っぽく、より飽和色であると視覚的に感知されることを意味する。
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